
梅
川
と
忠
兵
衛
の
恋
の
道
行
き
を
、
斬
新
な

ロ
ッ
ク
調
の
音
楽
で
構
成
し
た
『
心
中
・
恋
の

大
和
路
』
の
初
演
は
１
９
７
９
年
（
脚
色
・
構

成
菅
沼
潤
）
だ
っ
た
。
実
験
劇
場
と
し
て
作

ら
れ
た
宝
塚
バ
ウ
ホ
ー
ル
が
開
場
し
て
２
年
目

の
年
で
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
作
品
で
も

あ
り
、
作
品
的
な
魅
力
と
出
演
者
の
好
演
で
観

客
に
熱
い
感
動
を
呼
び
起
こ
し
た
。

星
組
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
だ
っ
た
瀬
戸
内
さ
ん

の
代
表
作
と
な
り
、
好
評
に
応
え
て
、
退
団
前

年
の
１
９
８
２
年
に
再
演
さ
れ
た
。
在
団
中
に

主
演
作
を
再
演
す
る
こ
と
も
珍
し
か
っ
た
が
、

的
年
と
バ
ウ
ホ
ー
ル
開
場
釦
周
年
を
迎
え
た
昨

年
、
人
気
の
高
か
っ
た
作
品
と
し
て
別
キ
ャ
ス

ト
で
再
演
を
重
ね
て
き
た
。
今
回
は
、
ほ
と

門
は
私
が
や
ら
な
け
れ
ば
』
と
言
っ
た
と
い
う

の
を
聞
い
て
、
も
の
す
ご
く
勇
気
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
沸
い
た
。
い
ま
は
、
少
な
く
な
っ
た
ゆ
っ

た
り
と
し
た
人
間
の
情
や
義
理
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
い
ま
の
世
代
に
も
通
じ
る
人
間
像
と
し

て
作
り
た
い
。
自
分
の
人
生
の
中
で
宝
塚
は
大

き
な
時
間
だ
っ
た
し
、
そ
の
中
で
も
宝
物
で
あ

っ
た
作
品
を
、
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
形
で
演

じ
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
も
の
す
ご
い
喜

び
で
す
。
宝
物
の
箱
を
開
け
て
身
に
つ
け
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
終
わ
れ
ば
ま
た
大
事
に
し
ま
う
。

き
れ
い
に
し
ま
え
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

こ
の
公
演
は
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
自
分
の
人
生

の
大
き
な
区
切
り
と
し
て
残
り
そ
う
で
す
」
。

５
月
旧
日
〜
恰
日
ま
で
バ
ウ
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
公
演
は
、
あ
ま
り
の
盛
況
ぶ
り
に
公
演
が

追
加
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｇ
も
外
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
舞

台
で
毎
月
の
よ
う
に
登
場
し
て
い
る
。
現
役
の

ス
タ
ー
た
ち
に
も
、
こ
う
し
た
活
動
は
大
き
な

刺
激
を
与
え
て
い
る
。

〈
企
画
・
構
成
／
瀬
川
直
子
〉

R e p o r t タカラヅカ

節米』 ｡ ☆

建ったゆったりとしたI 情の世界

※
６
月
の
月
組
大
劇
場
公
演
（
劉
日
ま
で
）
『
螺

旋
の
オ
ル
フ
三
愛
す
る
も
の
を
失
う
悲
し
さ
と
、

失
っ
た
も
の
は
二
度
と
戻
ら
な
い
と
い
う
切
な
さ

を
描
く
意
欲
作
。

「
ノ
バ
・
ボ
サ
・
ノ
バ
」
全
編
熱
く
た
ぎ
る
よ
う

な
ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
に
彩
ら
れ
た
名
作
シ
ョ
ー
の

続
演
。

ん
ど
の
キ
ャ
ス
ト
を
宝
塚
を
卒
業
し
た
Ｏ
Ｇ
が

演
じ
る
、
芝
居
で
は
初
め
て
の
Ｏ
Ｇ
公
演
と
な

っ
た
。

「
昨
年
、
日
本
物
の
シ
ョ
ー
『
祭
り
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
』
で
は
、
Ｏ
Ｇ
だ
け
で
バ
ウ
ホ
ー
ル
の
舞

台
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
、

芝
居
の
公
演
が
こ
う
い
う
形
で
実
現
す
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
う
れ
し
い
、

楽
し
い
だ
け
で
公
演
期
間
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ

て
は
い
け
な
い
な
、
と
い
う
気
持
ち
も
強
か
っ

た
で
す
。
最
初
の
本
読
み
を
聞
い
た
当
時
の
出

演
者
の
一
人
に
『
ル
ミ
さ
ん
強
く
な
っ
た
ね
』

と
言
わ
れ
て
、
長
い
月
日
の
中
に
人
間
的
に
操

ま
れ
た
も
の
が
出
た
の
か
な
あ
、
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
、
忠
兵
衛
は
、
梅
川
を
知
っ
て
恋
に

狂
う
ま
で
は
、
養
子
だ
け
れ
ど
飛
脚
宿
を
つ
ぶ

さ
な
い
よ
う
に
商
売
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た

人
。
上
方
優
男
の
典
型
だ
け
れ
ど
も
、
商
人
だ

か
ら
決
し
て
頼
り
な
い
だ
け
の
人
で
は
な
い
。

現
役
時
代
に
は
そ
こ
ま
で
突
き
詰
め
て
い
な
か

っ
た
気
持
ち
が
、
出
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
と
、
本
当
に
真
面
目
な
人
だ
っ
た
の
を
今
回

は
ど
こ
か
で
表
現
し
た
か
っ
た
。
あ
る
程
度
の

歳
を
取
っ
て
き
た
人
が
恋
に
迷
う
。
現
役
の
と

き
は
冗
談
じ
ゃ
な
い
と
い
う
風
に
感
じ
た
け
れ

ど
、
い
ま
は
、
そ
う
い
う
こ
と
が
現
実
に
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

し
。
忠
兵
衛
は
友
人
の
八
右
衛
門
に
も
の
す
ご

く
支
え
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
峰
さ
を
理
さ
ん

が
、
『
ル
ミ
さ
ん
が
忠
兵
衛
を
や
る
ん
だ
っ
た

ら
、
（
現
役
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
）
八
右
衛

～ＯＧバウホール公演『心中・恋の大和路』～

徳
島
県
在
住
で
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
を
経
営
、

神
戸
っ
子
の
パ
ー
テ
ィ
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
も
お

馴
染
み
の
瀬
戸
内
美
八
さ
ん
が
、
宝
塚
の
舞
台

で
当
た
り
役
、
亀
屋
忠
兵
衛
を
打
年
ぶ
り
に
演

じ
た
。
稽
古
開
始
直
前
に
、
久
し
ぶ
り
の
舞
台

へ
の
思
い
を
聞
い
た
。

瀬戸内美八さん
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#年
豊かな未来へ、プラスヮン

三j 附武
昭和2 9 年商学部卒巣
三輪運輸工業( 株）
取締役社長

( 株) ハ･ ･ テック・ミワ
取誇役社長

神戸市中央区脇浜町2 . 1 1 - 1
ＴＥＬ078.2 5 1 - 5 0 0 2

復興こうべ
人・街・幕らi , をも君と豊かに

藤田久司
砺園1 年法学部法禅学科卒業
（株)甲南堂印刷
代表取締役

神戸市東灘区伸害斉町1 ｓ３
ＴＥ1..078.811-3001

ユ『

‐

（ｈ円

f E v恥隆一'１，

岸本晃一
唾､ 3 4 年法学部法律報卒業
㈱岸本酒造F 調7 部

代塞取続待

神戸市中央区波止場町2 - 1
ホテルオ･ ・クラ神戸内7 2 1 号室

ＴＥＬ0 7 8ｓ9 1 . 6 2 2 9

関西学院は明治2 2 年に神戸原田の森に建学され
西暦2 0 0 0 年には創立1 1 1 周年を迎えます

水垣宏隆
昭和鱒年法学部卒業

エム・シーシー食品( 株）
代表取締役社長

神戸市東灘灰深予T 浜町３２
TEL.O784451-1481

署罫

,U'

T 1mefIiesm《eanaIIoML卒業35年目;こなりま
すが、アッという間に6 0 才がすぐそこです

蝋鐸儀塵
(株) 甲南フーズ
代表取締役

神戸市東灘区御影埠町4 4 - 8
TEL078勺841-0551

鈴木規允
R 函隅7 年商学箆幸暁卒業
鈴木会計事務所

大阪市北区豊崎3-判02 . 6 0 1
T E L O 8 6 3 7 6 2 6 4 4
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校歌「雫の翼」
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八R丁
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Ｘ

ＣＡＭＰ

祝・関西学院同窓会神戸支部総会
1 9 9 9 年７月７日（水）午後6 時於ホテルゴーフル

鴎班
いき

■
●
遅

【
『
↑
』

全

ザ腺

議
・･ 篭

一

７月７日、七夕の夜。関西学院同窓会神戸支部（水垣宏隆支部
長）では、毎年この日に、同窓会総会・懇親会を開催しています。
年に１回、神戸を中心とした同窓の皆さんが集い、歓談のひと
ときを過ごします。
今年もお誘い合わせの上、ご出席ください。

灘

関西学院大学図書館前にある植松至二作品「浮くかたち－垂」

歩一一員

嬢鱗

電電零司

一

" 宮
_碑．

蕊

鈴木治雄
昭和1 6 年i §寒葦部注学科卒集

太隠鉱工( 株）
代表取締役会長

神戸市中央区磯辺通1 . 1 . 3 9 太陽ビル
TEL､078231-3700<代）

学徒出陣でK G 大から海軍へ、波乱に
写真の人生、息子と共に生きる7 7 才

犬塚ゆたか
昭和1 醇海と学部法学科卒業
（株) いぬづか写真室
代表取締役社長

西宮市社家町1 - 1
TELO798-35-6863

横山吉雄
昭和2 6 年経済学蔑卒桑

横山倉庫( 株）
取綴役社長

神戸市中央区醜卜迦8 - 1 . 5
2 3 1

雀部昌吾
睡哩7 年経済学部卒業

バンドー･ 化学( 株）
取締役会長

神戸市中央灰醐雌､ 2 - 2 2 1
三宮グランドビル
TEL078232.2923(代）

正 柏林
昭和2 9 年軽済学蕊卒築

( 有) クレセント・インタ･ ･ ナショナル
取締役・相談役

神戸市中央区布引町1 - 1 - 3
T E L O 7 8 - 2 2 1 心7 3 1

母校の益々 のご盛栄をお折トルます。
同窓の皆横､ 茜不況下、未来を信じ頑彊りましよう

光葉貞男
昭和2 9 年経済学部卒業

ゴンチャロフ製菓( 株）
取締役社長

神戸市灘区船寺通4 - 2 . 8
TEL O 7 8 - 8 8 1 - 1 1 8 8
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鍵灘
四
月
二
十
七
日
（
火
）
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
神
戸
放
送
局
跡
地
に
「
ト
ア

ガ
ム
ア
ン
」
と
「
神
戸
ト
ア
ロ
ー

雄
ド
駐
車
場
」
が
オ
ー
ザ
シ
し
た
。

禿
こ
れ
は
、
神
戸
市
の
ま
ち

”
づ
く
り
ス
ポ
ッ
ト
創
生
事
業

》
制
度
を
も
と
に
、
ト
ア
ロ
ー

の皿
ド
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
圭
議
会

０ｍ
が
、
市
及
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放

送
局
に
働
き
か
け
実
現
し
た

も
の
。
震
災
復
興
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
地
道
に
続
け
て
き

た
ま
ち
づ
く
り
活
動
も
大
き

く
飛
躍
の
と
き
を
迎
え
た
。

ＴＤＲＲＱＡｐ

爽
や
か
な
晴
天
の
も
と
、

セ
レ
モ
ニ
ー
に
集
っ
た
地
域

の
人
々
は
、
生
ま
れ
変
わ
っ

た
お
し
ゃ
れ
な
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ガ
，
ム
ナ
ン
に
満
足
そ
う
。

助
っ
人
に
駆
け
付
け
た
ト

ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
の
片
岡
学
さ

ん
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
青

空
に
高
ら
か
に
響
く
と
、
中

西
勝
氏
（
画
家
）
、
ア
イ
リ

ン
・
パ
ー
ド
ン
氏
（
聖
ミ
カ

エ
ル
国
際
学
校
校
長
）
、
広
瀬

光
八
氏
（
側
神
戸
市
都
市
整
備

聖
ミ
カ
エ
ル
の
生
徒
も
ガ

ー
デ
ン
づ
く
り
に
参
加

ＮＨＫ神戸放送局跡震災復興暫定活用事業

｡ ｋ待望のトアガーーデン; ･ 写
？ご神戸トアロード駐車場可、

４月巳ﾌ E I オーブンノ
花を植える生徒たち。「ジャパンフローラ

一デン
トアロードの人々の思いのつまったトアガ

公
社
専
務
理
事
）
＄
小
林
幹
彦

氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
局

長
）
、
松
下
緯
宏
氏
（
神
戸
市

都
丙
計
画
局
局
長
）
、
協
議
会

副
会
長
の
中
西
省
伍
氏
、
上

根
保
氏
、
清
水
俊
夫
氏
ら
に

よ
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
た
。

そ
の
後
、
聖
ミ
カ
エ
ル
国

際
学
校
の
生
徒
た
ち
が
思
い

思
い
に
花
を
植
え
、
ガ
ー
デ

ン
に
は
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
や

花
壇
を
あ
わ
せ
約
２
０
０
本

余
り
の
花
々
が
咲
き
そ
ろ
っ

た
。そ

の
微
笑
ま
し
い
光
景
に
、

中
西
勝
さ
ん
は
「
き
れ
い
な

風
景
が
た
く
さ
ん
あ
る
、
花

の
絵
の
よ
う
な
神
戸
の
街
に

今
日
は
子
供
た
ち
の
花
が
咲

い
た
よ
う
で
す
ね
」
と
楽
し

そ
う
に
話
し
た
。

一クラフトマンシッブ9 溢れる街・－

１”ド錫i簿;"，鯛
出廃者を募集しています

トアロードを「アートで焚しい街によみがえらせよう！_ ；と地元
の人々が神戸市や商工会議所と協力して開催。今年は『神戸ジャ
ズストリートー; や『旧居留地返還1 0 0 年祭」等のイベントとも運
動してさらにスケールアップ、トアガーデンを中心に蜜すます盛
りあがりそう! ！

。とき

Ｏところ
⑪内容

、出展応

平成1 1 年1 0 月９日（土〕・１０日（日）
ＡＭ１０：００〈初日は１１：００）－ＰＭ６：００
トアロードー帯
クラフトの展示・販売、クラフトアートセミナー、まちかどギャラ
リー、チャリティオークションなど各種イベント

募蕊領
ストリートに約5 0 のブースを撞け、生活文化に密著したクラブトア
ート（絵画・版画・陶要・グラスアート・木工・彫金・テキスタイル‘
インテリア用品・ガーデニング用品など垂莞黒全舷）を展示、畷売
する曇

出展希望者は、出展申込誓と出展作品の写真３～５点を同封の上６月３０
日（水）までに寧務局まで郵送のこと（選考結果は７月上旬に郵送にて
連絡有）

＊

＊型

とな

電子メールも可）にて。電話砂不可
・投置埋所に応じた餓営閥等実愛が必要

トアロード･ クラフトアートフエア実行委貝会事務局
〒6 5 0 P O O 1 2 神戸市中央区北長狭通2 . 5 . 9
T E L 0 7 8 . 3 3 2 . 0 1 3 9ＦＡＸ､07 8 - 3 3 2 - 1 3 9 3

(ホー,ムベ・・ジ》hltp:"www.po『lnel,､e･ip（o｢c『aMndex･ｈＲｍｌ
〈Ｅ･maiI〉ＩＣ｢crait＠POrlnet.､e･iＰ

' ９９Ｋ○ＢＥ

ＴＯＲＲＯＡＤ
風の坂道

初夏の
歩いて

風が吹きぬけるトアロードを
みませんか。

北野異人館街へのスタートポイント

好
一
鋤
一

一
》

神戸市都市整備公社
１１．プウェーー事業部
。’わ ' 則い盲 . Ｅ－

ＴＥＬ､078-271-.1160

１
銭
麹

町

Ｔ
●
壁
匿
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れ
る
興
味
深
い
も
の
だ
か
ら

ＴＤＲＲｐＡＤ

戸
放
送
局
内
部
の
映
像
も
見

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
…
と

ブ
ン
す
る
カ
フ
エ
の
キ
ッ
チ
ガ
ー
デ
ン
な
ら
で
は
の
「
Ｎ

園
の
「
神
戸
夢
風
船
」
だ
。
神
ン
に
な
る
と
い
う
か
ら
１
一
一
収
容
）
と
と
も
に
副
時
間
解

工
夫
い
っ
ぱ
い
の
ガ
ー
デ

た
も
の
で
、
ガ
ー
デ
ン
の
奥
ど
の
軽
食
も
い
た
だ
け
る
力
客
や
若
者
た
ち
に
も
人
気
を

利
用
に
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ｌ
ビ
ス
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
工
房
」
の
街
に
訪
れ
る
観
光

戸
市
都
市
整
備
公
社
か
ら
再
ｌ
ク
。
カ
フ
エ
は
セ
ル
フ
サ
放
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
北
野

思
っ
て
い
る
と
布
引
ハ
ー
プ

ン
。
５
月
調
日
に
は
カ
ブ

□
に
あ
る
ハ
ー
ブ
の
温
室
。

で
、
ま
ず
目
を
ひ
く
の
が
入

に
カ
ラ
フ
ル
に
色
塗
ら
れ
て
ジ
ュ
ア
ル
な
ス
タ
イ
ル
で
、
呼
ん
で
い
る
。

こ
ち
ら
は
５
月
記
日
に
オ
ー
ご
し
た
後
は
、
や
は
リ
ト
ア
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

の
ゴ
ン
ド
ラ
「
あ
じ
さ
い
号
」
。
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
過
ら
ぎ
ス
ポ
ッ
ト
に
も
加
え
て

の
六
甲
有
馬
□
ｌ
ブ
ウ
エ
ー
た
く
さ
ん
の
花
々
に
囲
ま
気
ス
ポ
ッ
ト
、
皆
さ
ん
の
安

い
る
の
も
、
実
は
お
馴
染
み
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
そ
う
。

ェ
も
オ
ー
ブ
ン

花
い
っ
ぱ
い
の
ガ
ー
デ
ン

N H K 情報コーナー。「いかり」は当時のものそのままに

ロープウェイがキッチンに。ウシ
がおしゃれ

キ
Ｈ
Ｋ
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
で
楽

ツ序
し
む
。
全
ｎ
ｏ
チ
ャ
ン
ネ
ル
あ

テープカットの喜びもひとしお

と
よ
り
、
震
災
の
瞬
間
の
神

り
、
神
戸
の
観
光
情
報
は
も

戸
市
都
市
整
備
公
社
か
ら
再

利
用
に
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
も
の
で
、
ガ
ー
デ
ン
の
奥

に
カ
ラ
フ
ル
に
色
塗
ら
れ
て

い
る
の
も
、
実
は
お
馴
染
み

の
六
甲
有
馬
□
ｌ
ブ
ウ
エ
ー

の
ゴ
ン
ド
ラ
「
あ
じ
さ
い
号
」
。

こ
ち
ら
は
５
月
記
日
に
オ
ー

ブ
ン
す
る
カ
フ
エ
の
キ
ッ
チ

ｌ
ク
。
カ
フ
エ
は
セ
ル
フ
サ
放
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
北
野

ｌ
ビ
ス
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
工
房
」
の
街
に
訪
れ
る
観
光

ど
の
軽
食
も
い
た
だ
け
る
力
客
や
若
者
た
ち
に
も
人
気
を

ジ
ュ
ア
ル
な
ス
タ
イ
ル
で
、
呼
ん
で
い
る
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
そ
う
。

新
た
な
ト
ア
ロ
ー
ド
の
人

た
く
さ
ん
の
花
々
に
囲
ま
気
ス
ポ
ッ
ト
、
皆
さ
ん
の
安

れ
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
過
ら
ぎ
ス
ポ
ッ
ト
に
も
加
え
て

ご
し
た
後
は
、
や
は
リ
ト
ア
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ガ
ー
デ
ン
な
ら
で
は
の
「
Ｎ

Ｉ
プ
ン
し
た
駐
車
場
（
釦
台

一
見
の
価
値
あ
り
。

ガ
ー
デ
ン
は
隣
に
同
時
オ

新
た
な
ト
ア
ロ
ー
ド
の
人

トアロードの仲間たちが全員集合！

テープカットの喜びもひとしお

ＴＯＲＲＯＡｐ

M H K 情報コーナー。「いかり」は当時のものそのままに

トアロードの仲間たちが全員集合Ｉ

LaRucJIadIeⅦＩａ
神戸市中央区下山手通2 5 6 中央ビル2 Ｆ

１堰L O 7 8 3 9 3 - 0 6 4 6
H O L I D A Y E V E R Y M O N

トアロード商店街
東亜会協同組合

理事長上根保
神戸市中央

TEL,０７
区三宮町3 1 . 1 6
8 3 2 1 - 3 3 4 3

素
材
に
こ
だ
わ
り
、

昔
な
が
ら
の
味
を

谷
崎
潤
・
邸
も
愛
し
た
ハ
イ
ウ
ェ
イ

の
味
。
当
時
そ
の
ま
ま
に
、
堀
こ
し

ょ
う
だ
け
で
仕
上
げ
た
「
純
但
勘
牛

ス
テ
ー
キ
」
は
絶
船
．
コ
ー
ス
（
７
０

０
０
円
）
で
い
た
だ
こ
う
″

欧風レストラン

〔] ＨＷＡＹＨ１
営業時間／１２：００～L 0 , 1 4：３０１７：００～L O‘２０：３０

月・第３火醗休
TELO78-331-7622 票雲霧

漣噂や７
毎週日曜あさ７：４５～Ｂ：ＯＯ

､③③神戸放送局
トアロード

中央商店街振興組合
理事長清水俊夫
神戸市中央区北長

7 8 8 3 2
狭通2 . 5 9
0 1 3 9

喜びと
感動の創造

一トアロード・北野工房のまち前

三宮写真室
営業時間/ 9 : 0 0～1 8 :００木曜休
TEL O 7 8 - 2 4 1 - 5 5 3 0（代）

ウェディング(会埋譜i E・ブーケ･ギフト等)のご相猷承り
ギャルリーｄｅフルール

鼠,卜箪薬l園Ｉ
神戸市中央区山本通３．１４１４

TELO73221-1585
9 ：3 0 ～１９：００第３火曜休

まず

神戸トアロード
山手会

会長中西肯伍
神戸市中央区下山手通3 1 2 1 7

TEL078.321-3707
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ら
れ
る
ん
だ
か
ら
、
ト
ク
よ
れ
」

こ
ず
え
「
そ
れ
に
、
ヒ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ら
、
私
た
ち

の
街
に
も
あ
る
か
ら
何
か
と
便
利
じ
ゃ
な
い
」

受
信
用
ア
ン
テ
ナ
の

標
準
工
事
費
だ
っ
て
、

基
本
的
に
は
無
料
芯
ん
だ
っ
て
？

こ
ず
え
「
で
も
さ
、
タ
グ
で
貸
し
て
く
れ
る
の
は
ウ

レ
シ
イ
け
ど
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
っ
て
確
か
、
取
り

付
け
る
の
に
工
事
費
が
か
か
る
ん
じ
や
な
か
つ

お客様がテジタルクラブの退会を希望される場合､ 手数料〈左記参照) をお支払い頂
くことにより、いつでも退会することができます｡ その際はカスタマーセンターにお
問い合わせください。なお､ お申し込みに際しては2 0 歳未満の方に限らず全ての方
に､ 添付書類として､ 運転免許証保険証､ パスポート､ 外国人芦録詐明書､ 学生証い
ずれか1 点の身分証明書が必要となります。

現
金
５
万
円
が
当
た
る
ク
イ
ズ
や
各
種
サ

ー
ビ
ス
。
機
種
変
更
も
特
別
価
格
で
Ｉ
・

こ
ず
え
「
ヒ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
携
帯
電
話
を
契
約
す
る

と
、
い
ろ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
ん
だ
っ
て
？
」

美
紀
「
そ
う
、
例
え
ば
ヒ
ッ
ト
々
オ
ヤ
ル
に
ア
ク
セ

ス
す
る
と
、
現
金
５
万
円
が
当
た
る
ゲ
ー
ム
に
参

加
で
き
る
の
よ
・
そ
れ
に
、
透
市
電
話
に
関
す
る
質

問
に
も
応
え
て
く
れ
る
ん
だ
っ
て
」

こ
ず
え
「
う
わ
ｌ
、
楽
し
そ
う
」

美
紀
零
れ
に
、
催
裡
変
更
も
オ
ト
ク
よ
・
各
社
最

新
モ
デ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
ヒ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ブ
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
挫
極
も
揃
っ
て
、
し
か
も
特
別
凹
甲
」

ご契約にあたって 鰐

Ｑノー

lWg園。
戸Ｅ□ＭＭＭＭ症凸詞ｎＡｊｑ

デジタルクラブとはスカイパーフェクＴＶノの番組を厳選パックし
た会員制のデジタル衛星放送サービス。受信用チューナー･ アンテ
ナ及び取付工事費などの初期負担がなくとってもお得です。

．
ｊ

画
‐
■

－
１

礎
這』

●

ス
カ
イ
パ
Ｉ
フ
エ
ク
Ｔ
Ｖ
１
回
の
お
卜
ク
な

会
員
制
パ
ッ
ク
「
デ
ジ
タ
ル
ク
ラ
ブ
」
。

ヒ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ブ
な
ら
こ
ん
な
に
オ
ト
ク
！

通
常
４
〜
５
万
円
も
す
る

受
信
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
と
ア
ン
テ
ナ
を

ナ
ン
ト
無
料
で
レ
ン
タ
ル
ー
。

こ
ず
え
「
ね
え
知
っ
て
た
？
ヒ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
新

し
く
ス
カ
パ
ー
ー
・
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
ら
し
い

よ
」美

紀
「
そ
う
そ
う
、
デ
ジ
タ
ル
ク
ラ
ブ
と
い
う
の

に
加
入
す
る
と
、
通
常
４
〜
５
万
円
位
す
る
受
信

用
ア
ン
テ
ナ
と
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
ナ
ン
ト
無
料
で
借
り

■■②■■●■■○の④ａｎ● ｡ ｡ ､ 巴勺ｏＰＣｑ■●■魯●⑨ e ● ､ Ｏ⑪ ､ ､ ｡ 口④ＢｑｇＯ⑥Ｂ、臼白色

全
国
に
１
３
０
０
店
舗
を
超
え
る
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
専
門
店

〈
ヒ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ブ
〉
で
は
尋
ご
契
約
い
た
だ
い
た
お
客
様
を
対
象
に
、

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
中
。
さ
ら
に
、
ヒ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ブ
で

し
か
買
え
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
機
種
も
販
売
。
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

の
こ
と
な
ら
、
〈
ヒ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
〉
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
Ｉ
．

｣･PHONE，
ＪＫｐｌ(囲浬）

ト
ヒ
ッ
ト
シ
コ
ヅ
プ
ー
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ラ
ー

狂
）
Ｉ
Ｄ
Ｏ
、
Ｔ
Ｕ
ｌ
Ｋ
Ａ
、
セ
ル
ラ
ー
グ
ル
ー
プ
、
Ｊ
ｌ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
、

デ
ジ
タ
ル
ッ
ー
カ
ー
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
耐
臆
会
社
を
変
え
る
楓
唖

変
更
は
で
き
賑
せ
ん
。
畔
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

･危ＰｌＮＧＵ

ＤＤＩ爺ケット
ピングー

ｑ
ヒ
ッ
ト
シ
コ
ヲ
フ
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

退会時の雇洋音
A 飼銅1 頭鴎泡一ﾅ ｰ 黙りｱ ﾝ 方捗必”ラブI 剰して顕さ､ る調
６回会手数料>･』０入1卿宅¥譜蝿金‘-.-..･･････.……19,80C円

，担入役4 年以厩の滋全･ …･ - ……･ …･ ……･ ･ 痴料
①津が股圃轄と筒偲の状A 2 I壷釦さnなかった靭倉
･退会手数料にl､え､梱包享散料…････-…･･･…･･･…...ａ800円
③付餌雇専が殴郵§と伺甑の１１娘をj鯉1され写かつた垣合
･退金手獣料に加え.付属品手識判････････,,..､‘6.9口0円
Ｂ退会間に受但鰍チューナ．およびアンテナ狸己
< 遁会芋散羽》鯉入輝年末瀦の珂公…･ ･ ･ ･ .

・1 1 Ｗ“摩p 腰の烈会. . . …･ …，
<j：I取りI､楢健全誇閃料に加え》〉

・加入蝋､年末潤鰯２余. ･ ･ ･‘･….
,釧入後1匁以上2年末鴬の退会
・掴入後2 年以上3 年未満の迎会.
‘』〔1入役3零以上4年米調の退会．
１，k 極4 年以歴の運会‘．. . . , ，

雪蟻t K買取る埋合
･…･ ･１９．８００円
…･…‘・･･ ･ ,気判

.．……１８‘０００円
, Ｅ３‘ＤＯＣ円
，｡……･aOOD円
・・３０００円
‘…･ …. . ……2 噸

会貝現旧の肘角謝国晦お中し出謝( 幸鋤嘩ｊＧ, 庭璽2 F らその臼の氏する月の亜月
唾哩詳Ｄｆ旧霊厚詞した日j j S でとL 些訂薗隅国の蕊丁する画の1 ヶ周恥E でに
童同又吋本クラブかご哩阿鱈岨の図琢蚤耽跡尊L 埋窒' に画しT で値. 軒団漸腕郎O
製に1 隻侭自助U 窪腿鯛富、ろ勅のどし．１９鱈舛樺とし郡．
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「日本映画専門チャンネル」
1 9 9 9 年６月放送｢ N I G 1 - 汀H E A D 劇場糧」

リ

た
？
」

美
紀
「
心
配
無
用
。
も
ち
ろ
ん
、
工
事
費
だ
っ
て
屋

上
や
屋
根
、
外
壁
芯
ど
の
取
り
付
け
に
く
い
場
所

以
外
は
無
料
な
の
」
※
下
表
参
照

加
入
料
は
巳
懲
Ｂ
Ｏ
Ｏ
円
。

毎
月
の
基
本
料
２
９
０
円
、
そ
し
て

白
墨
室
費
巳
０
０
円
だ
か
ら
、
と
っ
て
も

お
手
頃

こ
ず
え
ア
Ｅ
ろ
で
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
と
ア
ン
テ
ナ
の
費

用
が
ほ
と
ん
ど
不
要
だ
っ
て
こ
と
は
わ
か
っ
た
け
ど
、

実
際
に
見
る
と
な
る
と
、
毎
月
い
く
ら
く
ら
い
か

か
る
の
？
」

美
紀
「
そ
こ
が
一
番
気
に
な
る
と
こ
よ
れ
。
こ
の

デ
ジ
タ
ル
ク
ラ
ブ
の
場
合
、
ま
ず
加
入
料
と
し
て

２
，
８
０
０
円
。
ま
、
こ
れ
は
最
初
の
月
だ
け
で
Ｏ

Ｋ
。
つ
ぎ
に
、
月
会
費
２
０
０
円
と
月
々
の
基
本
料

が
２
９
０
円
」

こ
ず
え
「
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
ズ
カ
イ
エ
ン

ト
リ
ー
・
ス
ポ
ー
ッ
パ
ッ
ク
”
だ
と
最
初
の
月
が
、

え
ｌ
と
、
７
，
２
７
０
円
。
あ
と
は
毎
月
４
，
４
７
０

円
か
ぁ
。
こ
の
金
額
で
、
あ
の
ス
カ
パ
ー
１
．
が
全
翠

チ
ャ
ン
ネ
ル
も
見
放
題
に
な
る
わ
け
ね
」

音
楽
、
映
画
、
ス
ボ
！
シ
・
・
…
・
・

副
時
間
オ
ン
エ
ア
も
あ
る
、

多
彩
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
メ
ニ
ュ
ー

こ
ず
え
一
一
プ
ジ
勺
箭
ル
ー
ク
ー

屑
々
幽
圏
ね
副
月
戸
署
屈
側

ヤ
ン
ネ
ル
を
厳
選
し
て
パ
ッ
ク
に
し
て
る
の
よ
れ
」

美
紀
「
そ
う
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
の
好
き
な
映
画
も

盛
り
だ
く
さ
ん
。
日
本
の
古
い
名
作
や
海
外
の
名

画
も
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
オ
ン
エ
ア
し
て
る
み
た
い
よ
。

う
－
ん
、
こ
ず
え
が
映
画
な
ら
、
私
は
サ
ッ
カ
ー
を

見
ま
く
っ
て
や
る
〜
っ
ｌ
・
」

こ
ず
え
「
ほ
ｌ
、
ス
ポ
ー
ツ
も
ス
ゴ
イ
ん
だ
？
」

美
紀
「
う
ん
、
サ
ッ
カ
ー
な
ん
か
だ
と
、
地
上
波
で

は
放
映
さ
れ
て
い
な
い
、
海
外
の
有
名
リ
ー
グ
の

試
合
が
ガ
ン
ガ
ン
見
れ
る
の
。
ほ
か
に
も
、
野
球
に

ラ
グ
ビ
ー
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
バ
ス
ケ
、
ゴ
ル
フ
、

テ
ニ
ス
…
…
。
と
に
か
く
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
ス
ポ

ー
ツ
は
、
な
ん
で
も
見
れ
ち
ゃ
う
っ
て
感
じ
」

こ
ず
え
「
じ
ゃ
あ
パ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
と
か
も
？
」

美
紀
「
お
い
っ
、
そ
れ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
な
ん
か
い
１
●
」

月
々
必
要
な
露
用

のおすすめ③バｯ ｸ

‘ａＣ

ヒットショップ
『デジタルクラブ」

面取付

日鯉『ﾁ ｬ ﾝ ﾈ ﾙ 」（C h 7 2 7 ）

デジタルクラブ視聴料金

バーﾌｴｸﾄバｯｸ､X麗灘雛gジｱTV唾AccEss1函朝日ﾆ ｺ ｰ ﾇ ｰ
…ｼ ﾈ ﾌ ｨ ﾙ ･ ｲ ﾏ ジうｂ唾茂語卜遥〒L ﾉ ビ冒眉ﾝ O k i D o k i 函ＣＮＮインターナショナル
画チ睦, 隼ルN E C O 画羊ﾝ ﾜ ﾛ ﾃ ｰ 昌眉じノ…‘1 1 1 N ニュースパード
… ｽ ｶ ｲ b Ａ…ＭＯＮＤＯ２１画 N N N ２４
…ザ･ ｺ ﾙ ﾌ ･ チャ邑辱ル画ﾗ 証ﾉ ビＷﾏ ールＩ亜症1 圃会ＴＶ
…ヌボーツ･ アイE S P N 函ﾌ ｰ バｰ ﾁ ﾔ ﾝ ﾈ ル耐w w 1 篭一興商ヌターヴュー
…スパ室 ｽ ｼ ﾔ ﾜ ﾆ T Ｖ画 I ﾌ ｧ ﾐ ＵＨ刺場両面旅チャンネル
壷ﾉ 卿訓ニアカラ融ケチヤツネル唖ﾎ ﾐ ﾑ ドﾗ 弱ﾆ ﾔ ﾝ ﾈ ﾙ …ケイコとマナブC h a n n B l
画第一興商ﾇ ﾀ ｰ ｶ ﾗ ｵ ｹ 函ﾌ ﾘ ﾄ ﾑ パｰ グﾖ ﾉ ピジｮ ｐノ唾G L C 2 4 時間英会話ｃｈ
…ＭｕｓｉｃＪａｐａｎＴＶＩＷ読刊口径ｻ ﾃ ﾗ 什逗ｺ ｰ ﾇ ( N S N ）画面合チャンネル
…ＶｌＢＥ歴罰 I F l B C 壬ルド唾ＦＤＯＤＴＶ
画ﾆ ﾖ ｰ §ﾝ ｸ ･ エア･ ﾈ ﾘ ｲ ､ ﾜ L ク唾C T N / B O O K ＴＶ唖レッツトライ
…ｼ ｱ ﾀ ｰ ﾃ L ﾉ ピジ自Ｅノ理ウヱザーシヤチ2 4 ( ＷＳ2 4 ）唾ホームチャンネル

罰Ｊ』冷五' 1 V ,
基本現金
２９０円筒

「
】

一
』

そ
の
他

こ
ず
え
「
あ
は
は
。
と
こ
ろ
で
音
楽
は
ど
う
な
の
？
」

美
紀
「
も
ち
ろ
ん
、
超
充
実
よ
Ｉ
国
内
・
海
外
の
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ビ
デ
オ
や
、
他
で
は
見
れ
な
い
よ
う

な
貴
重
な
ラ
イ
ブ
を
年
間
１
０
０
本
以
上
生
放
送

し
て
る
か
ら
必
見
よ
・
こ
ず
え
の
好
き
な
ル
ナ
シ

ー
を
、
自
分
の
部
屋
で
独
り
占
め
で
き
ち
ゃ
う
よ
」

こ
ず
え
「
キ
ャ
ー
、
超
カ
ン
ゲ
キ
！
…
…
映
画
、
ス
ポ

ー
ツ
、
音
楽
。
こ
れ
だ
け
充
実
し
て
る
と
、
レ
ン
タ

ル
ビ
デ
オ
を
借
り
る
の
が
、
バ
カ
バ
カ
し
く
な
つ
ち

唇窪

|ｽｶｲｽボーﾂｾﾂﾄ麺SKYspo｢tsl唾SKYsp｡rts2…SKYspo｢ts31
亭

『アニマツクス」にh , 7 2 4 ）
キテレツ大百科、藤子プロ･ フジテレビ鯵A S A T S U - D K

スカイエントリー･ スボーツパッ
罵翻…￥３，g B O 偏

や
う
ね
」

美
紀
「
こ
ず
え
ス
ル
ド
イ
じ
ゃ

ん
。
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
を
旧
本

借
り
た
と
し
た
ら
、
え
Ｉ
と

４
千
円
く
ら
い
は
、
い
っ
ち
ゃ

う
よ
ね
。
こ
れ
っ
て
デ
ジ
タ
ル

ク
ラ
ブ
の
月
額
料
金
と
同
じ

く
ら
い
だ
よ
。
月
に
肥
本
映

画
を
見
た
ら
、
元
が
取
れ
ち
ゃ

う
っ
て
わ
け
」

こ
ず
え
「
う
わ
〜
っ
。
そ
れ
っ

て
、
か
な
り
お
ト
ク
ー
●
」

バ
ッ
ク
以
外
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
追
加
Ｏ
Ｋ
。

い
ろ
い
ろ
広
が
る
会
員
特
典
サ
ー
ビ
ス

美
紀
「
あ
れ
〜
、
こ
ず
え
．
ま
だ
な
に
か
モ
ノ
足
り

な
さ
そ
う
な
顔
し
て
な
い
？
」

こ
ず
え
「
実
は
ね
、
パ
ッ
ク
以
外
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

見
た
い
場
合
は
、
ま
た
加
入
し
な
お
さ
な
い
と
ダ

メ
な
の
か
な
？
」

美
紀
「
そ
ん
な
わ
け
な
い
じ
ゃ
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
オ

プ
シ
ョ
ン
で
追
加
で
き
る
わ
。
あ
と
ね
、
見
た
い
番

※渥加~ r 堀が必要な場合は．別送工耶閥のかかる唱合があります
その埋合の料金はお客様のご負担となります

ＰＲ: 株式会社光通信〒1 0 , - 0 0 0 4 東京都千代田区大手町2 - 1 - 1 大手町野村ビル2 2 Ｆ冠O 3 - 3 5 1 D - 1 2 2 4

分配工誼

１
9.00 0 円

’

壁

受信用アンテナ工事料金’

デジタルクラブ視聴料金’

､ 、円 ７．０００円

組
を
見
た
分
だ
け
支
払
う
ペ
イ

パ
ー
ビ
ュ
ー
も
利
用
で
き
る
ん

だ
」こ

ず
え
「
な
ん
か
、
ど
っ
ぷ
り
八

マ
つ
ち
や
い
そ
う
ね
。
あ
れ
心
ど

ｌ
し
た
の
、
出
か
け
る
用
意
な

ん
か
し
ち
ゃ
っ
て
」

美
紀
「
さ
あ
、
行
く
わ
よ
」

こ
ず
え
「
行
く
っ
て
、
ど
こ
へ
？
」

美
紀
「
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
」

こ
ず
え
・
美
紀

「
ヒ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
ね
！
」

ベランダポール取付

さg 1 F 上記以外に画別で言組を
芯選びになる堰合

７．０００門

コンクリートベランダ取付……･ …､ ……４０００円
g m U m D n召

窓取付

屋根取付

平面・屋上取付格子ペランダ手摺取付 無料
･ 6 4 0 0 0円

] し込みの初司鰹f f 必憂な礎用 スカイパーワェクＷｊの i l D K 関金－２β 0 0 円

話阻荏バｯ ｸでお遇びに
なる哩合

自由に浸組老お廻りになる哩合
ルクラブ会同 ･ 1 万 q C 円〆、
jトフ星クT V I堅本1 ; 1金･瞳- - . - . . . . ……,…･筆‘‘- .…, ｡ ｡ ･ ･ ･ 2 9 C 円〆月
諦識罰ぺ戦す ｡ , ･ ･ ･ ℃ ･ ﾛ 脅葡剛桧
７ンネル移括制1 詞､ る凶合一･ ･ ･ ･ －－､ 華ＬＷ累唾硯確壇唾
] ･ ＰＰ壁 1 睡さ、再雪合・毎号 i f w 鶴 a F i 食

ラツ靭レクラフ
会固

2COFZ"Ｈ

ﾉ ｰ ﾌ ｴ ｸ ﾄ バﾂ ｸ ﾛ X 福u ﾙ ｲ ｽ ボｰ ﾂ 幽卜合計
パｰ ﾌ ｪ ｸ ﾄ 副十ｽ ｶ ｲ ｽ ボｰ ﾂ 怠ﾂ ト含翫
ｽ ｶ ｲ 蓮ﾝ ｌＵー- ス系＝ツパック・合漬

零5 口月／月
4Ｂ５ＵＦ記/月
4 Ａ７ｑ弓夕月

お問い旨わ直厩
ヒシ1屯ﾉ ｮ ｯ プテジﾀルクラブ係

携帯電話からのアクセス方法馨週9 国雪し，濁し樹
ﾌ ﾘ ｰ ダｲ ﾔ ﾙ 函Ｏ１２０－５５０－２２６

ﾇｶｲｴﾝﾄﾘ三バ”悪
画
画
璽
睡
画

フジテレピ7 3 9 唖v a i o N e t
フジテレビ7 ２１Ｉ涯可亭イスカノロ｣ 一チャンネル
ＦＯＸＩ志雨ＣＮＢＣビジネスニュース
アニマックスE F T T F O X N E W S
A X N ／アク酒ンＴＶＩ燕T T 1 スカイウ正ザー
ミユテリ升ﾝ ネル唾- ] ﾝ ピュータ･ チャンネル
北野チャンネル雨調京都ｦ 苛ﾂ ンネル

罵餓餅)迄'亭ル
函V i g w s i c
Er画CHanneLIV］
唾時代劇専門ﾁ ｬ ﾝ ﾈ ﾙ

スカイスポーツセット画S K Y s p o r t s l 唾S K Y s p o r t s 2 唾q S K Y s p o r t s 3

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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m

神戸
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カイ
ブ
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神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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e-k
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co
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神戸
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易 指
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妻

〒66 9 4 3 0 2 兵庫県氷上郡市島町中竹田1 1 7 1
T E L O 7 9 5 - 8 6 - 0 3 3 1 F A X O 7 9 5 - 8 6 - 0 2 0 2

日
本
情
緒
あ
ふ
れ
る

ト
イ
レ
が
素
敵

存 ､ ’‐
＝一一

瀞瀧可
Ｉ ぐ

、
声
り
』
え

酒
庫
の
上
に
に
じ
み
て
円
し
春
の
月

・
小
可
野
奴
垂
Ｊ

悲
騨
の
△
戸
を
若
器
早
萌
え
る
丞
割
節
に

明石の魚棚の一筋南に、この５月、ファッションメーカーの（株）
トップソーイングが、お客様の要望を－歩進めたリーズナブルなオ
ーダーサロン「ラソール」をオープンし、豊富な商品を揃えて展開。
今田由喜子副社長とご子息の今田健作店長( 中央写真) は天井の高
い壁面にかかった今田絢子さん( 祖母) 作の日本画に見守られて、
おしゃれなサロンづくりに挑戦している、

エステもＯＫ

〒6 7 3 - 0 8 9 2 明石市本町1 丁目3 - 8
T E L O 7 8 - 9 1 1 - 4 8 4 4 F A X O 7 8 - 9 1 2 - 6 9 1 6
E-mail:k-view＠pure・cojp

一驚= ＝ 隼
君

筋簿
■

３『 曹

墓

イ
ョＰ

ぽ画
一

華一

竺・ジンーーｎ画酉･ 画
Ｌ

蟹すき会から四ケ月ぶり、今年二回目の小鼓会が、５月1 2 日（水）午後
7 時より、ハーバーランドニューオータニにおいて開かれた。緒方シェ
フのメニューとともに、幹事の赤松大三郎さんが進行。美酒小鼓の純
吟生と生吟醸に加え、K O B E B E E F に合わせてと、西山裕三社長が純米
吟醸の紺ラベルを添えた。（左上・緒方シェフと赤松さん）

西山酒造場

序

瀞

多多汐〃吃

IKp

子

凶

創作
ブティック
ラソール

藤記先生と都藤会の皆さん

Ｆ曲己

、‐

患､,』
‘Vｙ
Ｖ

渓

|リ
ー.

# 擬謹製ＬＦ
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《
【
雲

尚
‐
。

☆
パ
リ
の
金
賞
ワ
イ
ン
は
い
か
が

仏
三
大
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
つ
「
パ

リ
農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
金
賞
を
受
賞
し

た
肥
年
産
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
・
ワ
イ

ン
（
伊
藤
ハ
ム
直
営
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
南
仏
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
区
ド
メ
ー
ヌ
・
ド
ゥ
・
ラ
・

ロ
ー
ザ
ー
ド
）
の
白
と
ロ
ゼ
。
南
仏
の
太
陽

を
い
っ
ぱ
い
浴
び
た
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
ワ
イ

ン
、
同
名
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
味
わ
っ
て
は
。

国
神
戸
マ
リ
ー
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
「
地
中
海
の
気
ま
ぐ
れ
料
理
」

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
１
．
６
．
１

ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
モ
ザ
イ
ク
ビ
ル
２
Ｆ

公
０
７
８
．
３
６
０
．
０
７
６
６

利
恥
加
〜
塑
叩
帥

L 三』

誰

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
創
覗
叩
）

白とロゼのアベック受賞はとても珍
しい。最上級ワインA O C にも格付さ
れており、各地で評価されている ／

無
休

国電－
－－●Ｆ

右はエーケ海コース
スープ・サラダ・焼
野菜・パン（ライ
ス）・香の物・デザ
ート・コーヒー付で
3 , 8 0 0 円。お得〃

珍しいのは｢ パスタの具｣ 。
なかでもおすすめは、自
家製いかすみパスタの具。
ぜひお試しを

■
ト
レ
ト
ゥ
ー
ル
大
王
号

神
戸
市
灘
区
桜
口
町
４
．
１
．
Ｆ

公
０
７
８
．
８
５
８
．
１
３
３
４

平
日
／
９
伽
加
〜
副
叩
叩

日
・
祝
／
柏
恥
、
〜
副
叩
叩
／
無
休

☆
ビ
ス
ト
ロ
の
味
を
持
ち
帰
ろ
う

晩
ご
飯
は
何
に
し
よ
う
、
作
る
の
は
め
ん

ど
う
、
外
で
食
べ
る
と
高
く
つ
く
…
け
れ
ど

美
味
し
い
も
の
が
た
べ
た
い
、
な
ん
て
人
に

朗
報
。
三
宮
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ビ
ス
ト

ロ
大
平
亭
」
の
お
惣
菜
屋
さ
ん
、
「
ト
レ
ト
ゥ

ー
ル
大
平
亭
」
が
六
甲
道
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

オ
ー
ド
ブ
ル
か
ら
煮
込
み
料
理
、
デ
ザ
ー

ト
ま
で
揃
う
惣
菜
は
、
ま
さ
し
く
大
平
亭
の

味
。
虹
時
ま
で
営
業
し
て
い
る
の
で
忙
し
い

人
に
は
う
っ
て
つ
け
の
お
店
だ
。

Ｆ､悪 《蜜 誘遷

‘蔓

蕊

汗リロカ輪土

神
戸
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
「
モ
ー
リ
ヤ
』

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
￥
１
２
０
０
〜

と
に
か
く
メ
ニ
ュ
ー
の
種
類
が
豊
富
。
神

戸
牛
ス
テ
ー
キ
、
７
５
０
０
円
の
瀬
戸
内
コ

ー
ス
か
ら
定
食
タ
イ
プ
の
純
ピ
ー
フ
ハ
ン
バ

ー
グ
ラ
ン
チ
ー
２
０
０
円
ま
で
九
種
の
ラ
ン

チ
が
揃
う
。
「
う
ち
の
ラ
ン
チ
は
断
然
お
ト
ク
」

と
言
い
切
る
の
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
森
谷
さ

ん
。
上
質
の
牛
肉
を
使
い
な
が
ら
も
ボ
リ
ュ

ー
ム
満
点
、
な
の
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
し
っ

か
り
し
て
い
る
女
性
に
お
客
さ
ん
が
多
い
と

い
う
の
に
も
納
得
．

回
イ
タ
リ
Ｚ
家
庭
料
理

「
カ
ザ
ノ
バ
」

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通

１
．
３
．
拍

燕
京
ビ
ル
５
Ｆ

壷
０
７
８
．
３
３
１
．
０
１
０
５

洲
”
釦
〜
枠
坤
”

打
韓
、
〜
聖
酎
印

水
曜
目
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
み
体

☆
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
イ
タ
リ
ア
ン

テ
ナ
ー
の
松
本
幸
三
さ
ん
が
本
場
の
味
、

と
推
薦
す
る
「
カ
ザ
ノ
バ
」
は
、
元
宝
塚
星

組
の
麻
央
り
つ
き
こ
と
馬
洲
し
げ
の
さ
ん
と
、

ご
主
人
の
橋
爪
さ
ん
、
ロ
ー
マ
に
野
年
暮
ら

し
た
料
理
の
コ
ー
チ
役
の
伯
母
の
鹿
代
子
さ

ん
、
そ
の
妹
の
鹿
寿
子
さ
ん
と
の
神
戸
ら
し

い
カ
ル
テ
ッ
ト
な
お
店
。
味
良
し
、
雰
囲
気

良
し
、
値
段
良
し
の
良
し
づ
く
め
。

お
ま
か
せ
ペ
ア
セ
ッ
ト
は
５
０
０
０
円
で
、

オ
ー
ド
ブ
ル
、
ト
マ
ト
サ
ラ
ダ
、
グ
ラ
タ
ン

コ
ロ
ッ
ケ
、
パ
ス
タ
、
牛
タ
ン
煮
込
み
を
ワ

イ
ン
で
ま
ず
挑
戦
あ
れ
。
き
っ
と
フ
ァ
ン
に

な
り
ま
す
ゾ
。

シェフとの会話
を楽しみながら
舌鼓を打つ

易

後方右から鹿寿子さん、鹿代子さん、しげのさん。
神戸っ子スタッフも御用達

■●○○■■ ｡ ●毎⑤●■■●缶 ｡ ｡ ■■ ｡ ⑤■ ｡ ●●■■● ｡ ■■■■③■守 ｡ ●①●■ ｡ ｡ ｎ回■■■回■■ ｡ ●●●●凸● ｡ ■④⑤●あ●●●■①■ ｡ ｡ ■ ｡ Ｃ■●回●●●③● ｡ ■ ｡ ■ ｡ ■ ｡ ｡ ｡ ■ ｡ ■●色■ ｡ ｡ ｡ の■

国
神
戸
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ

「
モ
ー
リ
ヤ
」

神
戸
市
口
央
区
下
山
手
通

２
．
１
．
打

盆
０
７
８
．
３
９
１
．
４
６
０
３

村
“
釦
〜
幅
即
叩

柘
師
叩
〜
塑
如
釦

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
訓
叩
帥
）

三
一
ロ
ミ
ミ
乏
乏
●
言
．
．
①
●
一
旦
ヨ
ｏ
匡
暑
里
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ボ
ル
タ
ー
ジ
ュ
神
戸

写真上／木取りの作業。写真下／ダンス、サイドボー
ド、テーブル…。職人さんたちは受け持ちの家具の製
作に、目と手に注意力を集中させて丹精をこめている

６８

ＪｒＬ室Ｉ‐．

Ｉ
可

Ｉ
Ｌ ､ １

１

，
ｈ

｢ 永田良介商店」の家具職人さん。地方からやってきた人が多い

福
元
早
夫
〈
作
家
〉
撮
影
／
米
田
英
男

園
神
戸
の
工
房
を
め
ぐ
る
〈
そ
の
釦
〉

「
神
戸
洋
家
具
」
の
伝
統
と
技
能
に
生
き
る

ル

☆
伝
統
を
守
り
育
て
る
家
具
職
人

Ａ
｢ ここでは商品としての家具をたくさん
作っていますが、お客さんにとっては
『ひとつしかない大切なもの｣ l であるこ
とを、先祖代々の教訓として守りつづけ
ています」と永田社長

喋灘睦曹雨☆鯛＆％子累：みの善四目工書

識黙；しどめ一。Ｉ

醗譲』

『
神
戸
木
工
セ
ン
タ
ー
」
は
、
垂
水
区
南
多

聞
台
一
丁
目
に
あ
る
。
こ
の
団
地
共
同
組
合

は
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
七
○
）
の
五
月
に
、

経
営
の
改
善
を
は
じ
め
に
後
継
者
の
育
成
や

公
害
問
題
の
解
消
な
ど
の
、
中
小
企
業
に
共

通
す
る
悩
み
を
改
善
し
て
、
業
界
全
体
の
発

展
を
は
か
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。

「
そ
れ
以
来
、
職
人
さ
ん
た
ち
の
教
育
や
研

修
、
福
利
厚
生
の
充
実
、
情
報
の
交
換
と
い

っ
た
こ
と
を
は
じ
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
共
同

事
業
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
」

創
業
が
明
治
五
年
で
、
そ
れ
以
来
ず
っ
と

神
戸
洋
家
具
の
伝
統
を
守
り
つ
づ
け
て
い
る

『
水
田
良
介
商
店
』
の
四
代
目
社
長
で
あ
る
永

田
耕
一
さ
ん
は
、
そ
う
い
っ
て
か
ら
こ
と
ば

を
つ
づ
け
た
。

「
神
戸
は
日
本
の
洋
家
具
の
発
祥
の
地
で
、

開
港
の
明
治
の
は
じ
め
に
、
外
国
人
居
留
地

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が
欧
風
家
具
を
運

函

棚に木取りされた素材
が、図面をそえられて
ずらっと並んでいる。
左が、小畠さんの説明
に聞き入る筆者

こ
の
工
房
で
神
戸
洋
家
具
の
伝
統
と
技
術

を
守
り
、
若
い
人
た
ち
を
育
て
て
い
る
小
畠

賢
壮
さ
ん
は
、
こ
の
道
ひ
と
筋
を
歩
き
つ
づ

け
て
き
た
家
具
工
芸
の
職
人
で
あ
る
。
十
五

歳
の
と
き
か
ら
だ
と
い
う
か
ら
、
五
十
年
を

ん
で
き
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
か
れ
が

使
う
家
具
の
修
理
や
、
あ
ら
た
な
注
文
を
請

け
負
う
技
術
者
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
わ
け
で

す
。
で
す
か
ら
、
欧
風
家
具
の
も
つ
繊
細
な

曲
線
美
を
表
現
し
て
み
せ
た
の
は
、
和
船
づ

く
り
の
技
能
を
も
っ
て
い
る
船
大
工
だ
っ
た

よ
う
で
す
」

神
戸
の
洋
家
具
の
特
徴
は
、
材
質
や
寸
法

か
ら
色
調
ま
で
、
そ
れ
を
使
う
人
の
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
に
こ
た
え
る
注
文
家
具
を
つ
く
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
人
間
に
と
っ
て
も
っ
と
も

大
切
な
、
家
と
い
う
生
活
空
間
の
な
か
に
、

そ
こ
で
暮
ら
す
人
の
心
や
想
い
を
、
家
具
が

立
体
的
な
形
と
な
っ
て
う
る
お
い
と
よ
ろ
こ

び
を
与
え
？
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

手
づ
く
り
だ
か
ら
、
感
触
が
た
し
か
な
手
ざ

わ
り
を
伝
え
て
く
れ
る
。

永
田
さ
ん
は
、
「
こ
れ
は
父
親
（
永
田
良
一

郎
会
長
）
の
口
癖
だ
っ
た
ん
で
す
が
ね
」
と

こ
と
わ
っ
て
か
ら
、

「
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
産
業
で
は
な
く
て
、
父
祖
伝
来
の
神
戸
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
家
業
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
胸
を
は
り
、
き
っ
ぱ
り
と
い
い
き

っ
た
。

「
で
す
か
ら
、
神
戸
の
洋
家
具
は
大
切
に
使

う
と
百
年
以
上
も
長
持
ち
し
ま
す
か
ら
、
家

族
の
歴
史
と
し
て
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫

へ
と
長
く
受
け
継
い
で
、
精
神
的
な
財
産
に

し
て
欲
し
い
で
す
ね
」
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程
へ
と
こ
の
工
房
か
ら
離
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。
逆
に
い
う
と
、
そ
れ
だ
け
の
手
仕
事
と

技
術
と
時
間
が
か
け
ら
れ
て
、
高
品
質
の
家

具
を
作
り
だ
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

「
で
も
ね
、
い
ろ
い
ろ
な
家
具
を
、
自
分
一

人
の
力
で
完
成
さ
せ
て
い
く
喜
び
は
大
き
い

で
す
よ
。
そ
の
家
具
が
や
が
て
家
庭
で
愛
用

さ
れ
る
こ
と
を
想
像
す
る
と
、
や
は
り
う
れ

し
い
で
す
よ
」

そ
う
い
っ
て
独
特
の
笑
顔
を
ま
た
み
せ
、

「
こ
れ
か
ら
は
世
の
中
全
体
が
、
本
物
志
向

の
時
代
に
な
っ
て
い
き
ま
す
か
ら
ね
。
若
い

職
人
を
育
て
て
、
神
戸
洋
家
具
の
技
能
と
伝

統
を
守
り
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
よ
」

小
畠
さ
ん
は
こ
と
ば
を
は
ず
ま
せ
て
か
ら
、

胸
を
張
っ
て
目
を
輝
か
せ
た
。

麺

Ｉ こ
え
る
。
労
働
省
認
定
の
一
級
技
能
士
の
資

格
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
証
明

す
る
よ
う
に
、
小
柄
な
人
だ
け
ど
、
手
が
お

ど
ろ
く
ほ
ど
発
達
し
て
い
て
大
き
く
骨
太
で

あ
る
。

「
家
具
づ
く
り
の
長
い
歳
月
が
、
こ
の
よ
う

な
手
に
し
た
ん
で
す
よ
」

と
他
人
ご
と
の
よ
う
に
笑
う
。
笑
う
と
顔

に
し
わ
が
刻
ま
れ
て
目
が
な
く
な
り
、
確
か

な
仕
事
を
し
て
い
る
人
に
特
有
の
、
自
信
と

誇
り
と
人
柄
の
よ
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

小
畠
さ
ん
は
工
場
長
だ
が
、
そ
れ
は
名
ば
か

り
で
仕
事
の
段
取
り
か
ら
使
い
走
り
ま
で
、

何
で
も
屋
で
す
よ
、
と
謙
虚
で
あ
る
。

「
自
分
一
人
の
力
で
生
き
て
い
こ
う
と
す
る

な
ら
、
腕
に
技
術
を
も
っ
た
ほ
う
が
頼
り
に

な
っ
て
い
い
」

船
乗
り
だ
っ
た
父
親
の
す
す
め
で
、
故
郷

ヨ

高

の
広
島
県
三
原
市
で
親
方
一
人
職
人
一
人
の

家
具
屋
の
見
習
い
に
な
っ
た
。
親
方
の
奥
さ

ん
と
は
従
兄
弟
同
士
だ
っ
た
。
立
っ
て
ば
か

り
い
る
仕
事
は
つ
ら
か
っ
た
。
ノ
コ
や
カ
ン

ナ
の
使
い
方
を
ま
ち
が
っ
て
失
敗
す
る
と
、

物
差
し
で
叩
か
れ
た
。
一
人
前
の
職
人
に
な

る
の
に
五
年
は
か
か
る
と
い
う
。
親
方
は
神

戸
の
人
だ
っ
た
。

「
神
戸
は
ハ
イ
カ
ラ
な
え
え
と
こ
ろ
や
で
。

ど
う
せ
暮
ら
す
な
ら
神
戸
や
な
」

そ
れ
が
親
方
の
口
ぐ
せ
だ
っ
た
。
神
戸
に

あ
こ
が
れ
て
い
た
小
畠
さ
ん
は
、
カ
バ
ン
ひ

と
つ
で
汽
車
に
と
び
の
っ
た
。
二
十
歳
の
と

き
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
足
を
止
め
た
の
が
、

旧
居
留
地
の
近
く
に
あ
っ
た
「
永
田
良
介
商

店
』
だ
っ
た
。
そ
こ
で
初
め
て
目
に
し
た
欧

風
家
具
の
曲
線
美
と
、
繊
細
な
装
飾
技
術
に

小
畠
さ
ん
は
目
を
む
く
ほ
ど
お
ど
ろ
き
、
そ

、

司

ざ

再一一一

昼、巽載髄

』詞昭
一

閣琴堂酵
小畠さんの手は大きく、張りがあってつややか。カンナも片
手ですっとひいてしまう

の
場
か
ら
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

「
店
か
ら
の
注
文
の
図
面
が
届
き
ま
す
と
、

そ
れ
が
ま
ず
木
取
り
の
職
人
の
手
に
わ
た
っ

て
、
寸
法
に
合
わ
せ
て
品
物
の
材
料
で
あ
る

素
材
が
機
械
で
つ
く
ら
れ
る
ん
で
す
」

若
い
職
人
さ
ん
た
ち
が
黙
々
と
手
仕
事
を

す
す
め
て
い
く
広
い
工
房
の
な
か
で
、
木
材

を
裂
く
甲
高
い
音
が
す
る
。
小
畠
さ
ん
は
工

房
の
な
か
を
案
内
し
て
く
れ
な
が
ら
説
明
を

つ
づ
け
た
。
家
具
の
骨
格
が
職
人
さ
ん
の
す

る
ど
い
目
と
や
さ
し
い
手
で
、
慎
重
に
つ
く

ら
れ
て
い
く
。

「
小
さ
い
品
物
で
三
日
、
大
き
い
物
で
半
月

も
あ
れ
ば
家
具
と
し
て
完
成
し
ま
す
。
デ
ザ

イ
ン
や
技
術
は
伝
統
性
を
生
か
す
た
め
に
、

一
人
の
職
人
が
は
じ
め
か
ら
一
貫
し
て
仕
上

げ
て
い
き
ま
す
。

職
人
さ
ん
の
固
有
技
術
に
差
異
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
仕
事
の
割
り
振
り
が
難
し
い
ん
で

す
よ
」と

小
畠
さ
ん
は
い
っ
て
か
ら
、

「
仕
事
が
お
客
様
と
直
接
に
結
び
つ
い
て
い

ま
せ
ん
か
ら
、
達
成
感
が
得
ら
れ
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
だ
か
ら
、
こ
の
仕
事
の

価
値
観
を
実
感
と
し
て
つ
か
め
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」

こ
こ
で
の
家
具
づ
く
り
は
、
工
程
が
分
業

制
に
な
っ
て
い
る
。
家
具
と
し
て
の
形
状
が

完
壁
に
整
え
ら
れ
る
と
、
つ
ぎ
に
塗
装
の
工

完成した家具の前で、工具を手入れする小畠さん

：’
’１

戸 ー＝

Ｆ~

駅
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霧
臼

吟
撒
ｒ
商
燭
，
鯉
と
響
於
９
勺
’
チ
ト
亀
ソ
ー

ｌ
そ
の
６
・
ふ
た
ご
座
ｌ

真
夜
中
の
ジ
エ
ミ
ニ

玉
岡
か
お
る
イ
ラ
ス
ト
題
字
／
高
漬
浩
子

子
供
の
頃
か
ら
、
旅
に
で
か
け
る
荷
物
の
準
備
が
苦
手
だ
っ
た
。
出
不
精
な

の
は
、
き
っ
と
そ
の
せ
い
も
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

た
っ
た
一
日
、
父
の
と
こ
ろ
に
泊
ま
り
に
行
く
に
も
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
大

荷
物
に
な
る
の
で
、
母
は
い
つ
も
、
「
サ
ー
ラ
は
パ
パ
の
と
こ
ろ
の
子
供
に
な

っ
ち
ゃ
う
つ
も
り
？
」
と
笑
っ
た
も
の
だ
。
そ
れ
な
り
に
名
の
知
れ
た
山
岳
写

真
家
だ
っ
た
父
は
、
そ
の
頃
す
で
に
母
以
外
の
女
の
人
と
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
、

私
は
月
に
一
度
の
週
末
を
父
と
過
ご
す
た
め
に
一
人
で
荷
物
を
詰
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
っ
た
。

…
…
サ
ー
ラ
、
本
当
に
そ
ん
な
も
の
、
旅
行
に
要
る
の
？

今
で
も
友
人
に
は
呆
れ
ら
れ
る
．
真
新
し
い
パ
ズ
ル
や
ア
ロ
マ
の
セ
ッ
ト
、

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
分
厚
い
小
説
、
正
装
用
の
ド
レ
ス
と
バ
ッ
グ
。
旅
だ
か
ら
こ

そ
ホ
テ
ル
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
た
い
も
の
が
次
々
浮
か
び
、
気
づ
く
と
荷
物
は

大
き
く
膨
ら
み
、
そ
れ
で
も
す
べ
て
を
収
め
き
れ
な
い
。

恋
の
履
歴
は
、
ど
こ
か
パ
ッ
キ
ン
グ
に
似
て
い
る
。

一
つ
の
荷
物
を
い
ら
な
い
も
の
と
否
定
し
省
い
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
な
い

私
は
、
た
え
ず
狸
些
理
の
つ
か
な
い
感
情
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
ほ
う
り
こ
ま
れ

た
、
ト
ラ
ブ
ル
の
温
床
の
よ
う
な
鞄
そ
の
も
の
だ
。
私
が
も
っ
と
上
手
に
荷
物

を
パ
ッ
キ
ン
グ
で
き
る
女
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
今
ご
ろ
占
い
師
な
ん
か
じ
ゃ
な

く
、
別
な
人
生
を
選
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。

パ
ッ
キ
ン
グ
上
手
は
旅
上
手
。
何
が
本
当
に
必
要
で
、
何
が
い
ら
な
い
の
か
、

ち
ゃ
ん
と
取
捨
選
択
を
し
て
荷
物
を
詰
め
る
．
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
心
得
て
い
た

父
は
、
旅
に
お
い
て
も
恋
に
お
い
て
も
、
達
人
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

物
心
つ
い
た
時
か
ら
め
っ
た
に
家
に
は
お
ら
ず
、
自
由
な
旅
を
自
分
の
す
み

か
と
し
て
い
た
人
だ
が
、
彼
が
あ
れ
だ
け
身
軽
に
動
け
た
の
は
、
背
負
う
荷
物

が
い
つ
だ
っ
て
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
た
と
え
妻
子
と

い
う
お
荷
物
を
放
り
出
す
こ
と
に
な
っ
て
も
、
父
は
自
分
の
旅
を
上
手
に
生
き

た
．
ふ
た
ご
座
の
下
に
生
ま
れ
た
人
の
技
量
だ
ろ
う
。

残
念
な
こ
と
に
、
私
は
そ
ん
な
父
に
は
似
な
か
っ
た
。

そ
の
日
、
星
の
降
る
よ
う
な
高
原
の
ホ
テ
ル
を
後
に
し
て
、
自
分
の
部
屋
に

よ
う
や
く
の
こ
と
で
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、
ま
も
な
く
夜
が
明
け
よ
う
と
い
う

午
前
四
時
の
こ
と
だ
っ
た
．
と
っ
く
に
一
人
で
眠
り
に
つ
い
て
る
は
ず
の
喪
二

の
隣
に
、
一
刻
も
早
く
滑
り
込
ん
で
温
ま
り
た
い
。
私
は
自
懲
は
ず
ま
せ
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
降
り
た
。
だ
が
ド
ア
の
前
で
私
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
ぽ
つ
ね
ん

と
置
か
れ
て
あ
る
ピ
ギ
ー
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。

●②
匂

鋤．曇Ｑ２Ｙｆ。
●
Ｏ
●
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●
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０℃

機
内
持
ち
込
み
も
で
き
る
大
き
さ
、
四
角
い
形
に
キ
ャ
リ
ー
の
つ
い
た
便
利

な
鞄
。
私
に
は
決
し
て
使
い
こ
な
せ
な
い
実
用
派
だ
。

し
か
し
一
目
で
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
褒
二
の
妻
が
届
け
た
荷
物
で
あ
る
と
。

こ
れ
は
何
？
何
の
た
め
に
？
．
…
：
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
が
膨
れ
上
が
る
。

お
そ
る
お
そ
る
に
近
づ
い
て
私
は
荷
物
に
触
れ
た
。
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
下
ろ
す

と
、
手
紙
が
あ
っ
た
。
先
に
こ
れ
を
開
く
の
は
蕊
二
で
は
な
く
私
で
あ
る
と
、

ち
ゃ
ん
と
見
抜
い
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
宛
て
名
は
私
に
な
っ
て
い
た
。

サ
ー
ラ
様
。
い
つ
ぞ
や
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
夫
が
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
当
座
の
衣
類
な
ど
、
必
要
な
も
の
を
持
参
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
…
…
。

鞄
の
中
に
は
、
丁
寧
に
洗
濯
さ
れ
た
丁
着
類
や
ふ
だ
ん
着
の
シ
ャ
ツ
や
セ
ー

タ
ー
、
鑑
剃
り
に
コ
ン
タ
ク
ト
ケ
ー
ス
と
い
っ
た
日
用
品
が
過
不
足
な
く
、
き
ち

ん
と
整
頓
さ
れ
て
収
め
て
あ
っ
た
。
ど
れ
も
、
今
の
彼
が
不
自
由
を
感
じ
て
い

た
品
物
に
違
い
な
か
っ
た
。
彼
の
妻
は
、
こ
れ
を
送
り
つ
け
る
こ
と
で
、
い
か

に
自
分
が
彼
の
す
べ
て
を
把
握
し
て
い
る
か
を
示
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
荷
物
は
、
彼
の
妻
が
私
と
は
正
反
対
の
パ
ッ
キ
ン
グ
上
手
な
女
で
あ
る

こ
と
を
、
何
よ
り
定
か
に
示
し
て
い
た
。

廊
下
の
常
夜
灯
が
、
す
つ
く
り
立
っ
た
ピ
ギ
ー
ヶ
ー
ス
の
影
を
映
し
て
い
る
。

そ
の
長
さ
は
、
ま
る
で
毎
月
一
度
、
大
き
な
荷
物
を
持
っ
て
や
っ
て
く
る
小
さ

な
女
の
子
の
背
丈
の
よ
う
だ
。
母
は
実
際
、
私
を
ど
ん
な
魂
胆
で
父
の
も
と
に

送
り
出
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
子
を
見
る
た
び
、
相
手
の
女
も
、
男
が
置

き
ざ
り
に
し
て
き
た
人
生
と
い
う
荷
物
の
総
量
を
思
い
知
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
ん
な
も
の
は
い
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
ん
な
思
い
も
、
私
の
荷
物
に
は
必
要

な
い
。私

は
初
め
て
、
今
の
自
分
に
何
が
本
当
に
必
要
で
、
何
が
い
ら
な
い
も
の
な

の
か
、
こ
れ
か
ら
背
負
う
荷
物
を
選
び
取
ろ
う
と
思
っ
た
。

。
、
菱
・
外
’
６

F１

寺
・
三

８

■文芸大作『をんな紋』第２部｢ はしりぬける川｣ ( 角川書店) が好評発売中。サンケイ新聞隔週土曜に連刺中のエッセイ｢ 窓辺のボﾄ ｽ ｣ シリーズもよろしく
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今
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〈
今
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長
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擁
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イ
ン
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ド
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ス
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ア
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十
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遺
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灘
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垂
灘
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天
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繊
誇
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Ｉ
旅
の
層
と
蔦
を
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た
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て

に
に
灘
理
塑
請
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禦
嘩
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ね
願
誕
鑑
睡
乱
酔
蕊
睦
譲
る
あ
ア
ー
据
粋
獣
謡
維
悪
溌
ハ
ロ
‐
ジ
ャ
コ
‐
チ

ま
ホ
テ
ル
に
て
雨
に
落
着
誉
散
歩
：
な
眺
塗
鉾
誇
鋤
穂
鰯
さ
さ
蕊
舞
巽
悪
淫
錘

Ｉ
ア
ラ
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の
島
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蕊
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‐
（
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樗
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に

Ｉ
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の
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－、

●応募方法
官製ハガキに、希望商品名と①郵便番号②住所③氏名①年齢⑤職業⑤電話番号を明記の
上、下記にお送りください。（1 ～3 共通）
●応募先（3 のみ別記の応募先となりますのでご注意ください）
〒6 5 0 - 0 0 1 1 神戸市中央区下山手通3 - 1 - 1 8 ツインズトアビル4 Ｆ
( 有）月刊神戸っ子・６月号プレゼント係（編集部へのご意見．ご希望等お待ちしています）
●締切日６月１５日
( 商品の発送をもって発表に代えさせていただきます）

愛読者のためのコミュニケーションサロン

四 ＣＬＵＢＮＥＷＳ９ＫＯＢＥＣＣＯ９
B では、ただいま会員を募集しています神戸っ子倶楽音

●お問い合わせ先
お客様相験室
コナミホツトライン
1 モL O 3 g 5 8 6 1 5 7 3

☆｢神戸っ子倶楽部」に入会すると｡ .，☆U c c コーヒー博物館初代館長諸岡博熊さん謝恩パーティー、
２代目館嘉は卜皇建司氏 ●「９９K O B E C C O C L U B N E W S 」に法人会員

の皆さまの最新情報を掲載、ご紹介します。
●毎月「月刊神戸っ子」を個人会員には1 冊、
法人会員にはご希望の冊数を（月1 0 冊を限度に）
お届けします。
●会費の一部を文化催事などへの招待、もしく
は優待による参加費に充当します。

M患

U C C コーヒー博物館は1 9 8 7 年神戸
ポートアイランドに、日本初の、ま
た世界でも数少ないコーヒー博物館
として開館。
初代館長として、また顧問として

2 0 年間尽力された諸岡博熊さんが３
月末をもって退任されることとな
り、本年１月１日に喜寿を迎えられた
お祝いも兼ねて、U C C 上島珊誹( 株）
の神戸本社ラウンジ（9 階）で、４月
2 6 日の午後5 時から、謝恩パーティ
ーが開かれた。
２代目館長の上島達司社長は、「浩
宮さまのご来館を始め、海外からも
多くの方々に来ていただいたコーヒ
ー博物館。その設立準備から開館、
運営と今日にいたるまで本当にお世

月刊神戸っ子愛読者に贈る

細’
ＩＦ

〃▲

1１
唖

鷺

』

禦昌
1■ロ国

画会費
・個人会員／年会費1 0 , 0 0 0 円
・法人会員／月会費一口５１０００円
( 但し、年会費として一括お支払いの場合には、
年会費6 0 , 0 0 0 円のところ一口5 0 , 0 0 0 円とさせて
いただきます）

lMI

諸岡氏（左）と上島氏

話になりました」と謝辞を述べた。
｢ 企業のメセナとして、文化的なコ
ーヒーミュージァムをここまで育む
ことができ、私は幸せものです」と
諸岡さん。
喜寿を祝って、全員コーヒーで乾

杯1１

■入会お申し込み・お問い合わせ先
〒6 5 0 - 0 0 1 1神戸市中央区下山手通3 1 - 1 8
ツインズトアビル４Ｆ
有限会社月刊神戸っ子｢ 神戸っ子倶楽部」係
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6
F A X , 0 7 8 - 3 3 - 1 - 2 7 9 5

崇
鯛
一
一

。
《
，
’
一
一
一

、

／

1 9 9 7 1 9 9 9 K O N A M I A L L
R I G H T R E S E R V E D 【税込）

☆

S P EClAL
P R E S E N T

､ 上☆
☆

”“”００◆･ ･ ･ ･ ･ ｂＢｑＯ■･ ■G ･ 与り｡ ｡ ■U ④･ 甲”｡ ■･ ■b ■■｡ ･ ･ ･ ■･ ■“◆凸g ･ 心①““･ ･ ･ ･ ００$

１．コナミ携帯用ゲーム
｢ ビートマニア・ポケット2 」３名に
コナミから、昨年末発売と同時に若者の問で

大ヒットとなった携帯用ゲーム「ビートマニ
ア・ポケット」の第２弾として、「ビートマニ
ア‘ポケット２」（定価￥2 j 9 0 0 ）が発売された。
レゲエ、ＤＪバトル、レイプ等6 曲のメロディを
内蔵。液晶画面からユニークなキャラクターが

右/ 薬用アクネウオツシユ2 0 0 m l ￥1 2 0 0
左／薬用アクネローション1 5 0 m I ￥1 2 0 0

３ ，ユースキンルドー
｢ 薬用アクネシリーズ｣ セット３名に

｢ ユースキンＡ」でお馴染みのユースキン製薬か
ら、日本初の大豆イソフラボン配合の大人のニ
キビ用スキンケアが新発売。イゾフラポンが大
人のニキビの原因であるホルモンのバランスを
整え、ニキビを予防。５０人のＯＬモニターと皮
間科医の共同開発から生まれ、無香料・無色
素・低刺激と、安心。背中や胸のデコルテ部分
など、これからの季節に気になるお肌の悩みも、
すっきり解決１

，応募先
〒2 1 0 . 0 0 1 4川崎市川崎区貝塚1 - 1 . 1 1ユースキン製薬（株）
( 神戸つ子) ルドープレゼント係
今お問合せ先（フリーダイヤル) 0 1 2 0 . 2 2 . 1 4 1 3

２．西オーストラリアパース
｢ 生活体験旅行ＢＯＯＫ」３名に

観光だけが旅行じゃない〃これからの旅は
｢ 熱らすように過ごす」がキーワード。“ヒーリ
ング”がブームとなり、誰もが癒しを求めてい
る。もし、あなたもその一人ならこの本を手に
パースに旅立つことをおすすめしたい。大自然
を体で感じる４ＷＤツアー、マーガレットリバー
で極上ワインを思う存分、南回帰線が走るトロ
ピックゾーンでのひととき。パースとその近郊
を楽しむためのプランが平日・週末別に提案さ
れている、新しいタイプの旅行ブックです｡ い
ざ、あなたもパースヘ！

登場し、リズムを取
りながら流れるケー
ジにタイミングをあ
わせキーを叩く。興
奮体験をどこででも
味わえ、気軽にD J 気
分を楽しめるとあっ
て塔手放せない! ！

●
雲

i,Ｉ爵
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神戸ファッションコンテスト! ”よ

☆
着
実
な
成
果
を
今
年
も
期
待

第
、
回
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
閏
鵬
腫
（
４
月
〜
ね
月
）

財
団
法
人
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会

（
田
崎
俊
作
会
長
）
は
、
神
戸
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
都
市
化
を
進
め
る
た
め
、

毎
年
コ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
神

一
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
Ｋ
Ｆ
Ｆ
）
」
を
開
雌
む
て
い
る
が
、

〈
ｚ
牛
で
第
十
一
回
、
に
な
る
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
〃
遊
・
Ｙ
Ｏ

Ｕ
・
都
市
〃
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
〜
「
遊
び
ど

こ
ろ
と
し
て
の
〃
遊
〃
」
（
Ⅱ
「
衣
・

食
・
住
・
嚇
匡
の
〃
遊
〃
）
〜
。
四
月

か
ら
十
二
月
に
か
け
て
多
彩
な
事
業

を
予
定
。

ま
ず
、
生
活
文
化
事
業
と
し
て

「
神
戸
ハ
イ
カ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ⅲ
」
。

こ
れ
は
十
月
中
旬
か
ら
十
二
月
下

☆
夏
だ
！
ま
つ
り
だ
！
サ
ン

バ
だ
！
今
年
の
「
神
戸
ま
つ
り
」

は
、
７
月
”
日
〜
釦
日
に
決
定

真
夏
の
神
戸
を
彩
る
「
神
戸
ま
つ

り
」
。
第
二
十
九
回
の
今
年
は
、
七
月

ル

カ
ル
シ
ュ
ｉ
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

Ｋ
Ｆ
Ｆ
の
諸
事
業
の
な
か
で
も
新

人
を
対
象
と
し
た
「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
そ
の
グ
ラ

ン
プ
リ
受
賞
者
に
パ
リ
留
学
の
特
典

を
つ
け
る
な
ど
、
次
代
を
に
な
う
若

手
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
養
成
に
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。

ま
た
四
月
二
十
九
日
か
ら
始
ま
っ

た
「
洋
菓
子
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
展
」
を
皮
切

り
に
、
グ
ル
メ
デ
ィ
ア
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
事

業
で
は
、
洋
菓
子
パ
ラ
ダ
イ
ス
、
日

本
酒
イ
ベ
ン
ト
、
グ
ル
メ
ゴ
ー
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

主
催
者
側
に
は
、
「
次
の
四
半
世
紀

に
向
っ
て
、
生
活
文
化
産
業
の
飛
躍

と
な
る
神
戸
ら
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
た
い
」
と
の
思

い
が
強
い
。

今
年
、
二
十
六
Ｍ
Ｈ
を
迎
え
る
神

戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
筆

頭
に
、
各
事
業
と
も
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
都
市
・
神
戸
の
屋
台
骨
を
担
う
に

相
応
し
い
年
輪
を
刻
み
つ
つ
あ
る
。

ﾛ

ＫＯ 旬
ま
で
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術

館
で
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
仮
題

は
、
〃
遊
縦
ニ
ュ
ー
デ
ザ
イ
ン
グ
ッ

ズ
と
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
は
、

①
神
戸
デ
ザ
イ
ナ
ー
コ
ン
ポ
ー
ズ
ド

春
・
秋
②
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
③
神
戸
キ
ッ
ズ
・
ケ
ミ

切
さ
を
思
い
ま
し
た
。

識lRIS
タイトルカット
岡田淳

7４

神戸まつりは、やっぱりサンバ

こ
の
他
、
十
七
日
に
は
メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
沖
で
の
「
み
な
と
こ
う
べ
海

上
花
火
大
会
」
、
ま
た
、
ま
つ
り
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
と
な
る
二
十
日
（
海
の
日
）

に
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
、
旧
居
留

地
、
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
を
会
場
に
、

メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
バ
レ
ー

、

【零《
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
「
京
阪
神

三
部
夏
祭
り
」
の
一
環
と
し
て
、
神

戸
市
内
各
所
で
開
か
れ
る
。

今
年
は
、
神
戸
居
留
地
返
還
百
周

年
に
も
当
た
り
、
七
月
十
七
日
に
は
、

居
留
地
返
還
百
周
年
記
念
式
典
が
旧

居
留
地
の
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
で
行
な

わ
れ
る
が
、
同
時
に
神
戸
ま
つ
り
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
も
旧
居

留
地
で
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。鯵

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

部ま展つ名Ｎ
をす覧た界障Ｈ
淵, 総懲罰
蕊零融
たか展そ人
詩れ示れ達
のてす｛この
一いる合作

鶴：

ぼ
く
は
冨
語
隙
害

だ
か
ら
し
ゃ
べ
り
ま
せ
ん

人
と
の
間
に
波
風
は
立
ち
ま
せ
ん

で
や
心
の
中
は
大
浪
が
怒
こ
う
の
寺
っ

波
立
っ
て
い
ま
す
。

イ
ヤ
リ
ン
グ

ピ
ン
ク
も
い
い
が
な
…

執
に
と
っ
て
は
大
切
な

聞
こ
え
な
い
け
ど
い
ら

言
わ
な
い
で
。

耳
で
す
。

な
い
な
ん
て

l -
b L d

ど
ん
な
ハ
ン
デ
ィ
を
も
っ
て
い
て
も
心

の
中
は
皆
同
じ
で
す
。
怒
り
も
、
く
や
し

さ
も
、
は
ず
か
し
さ
も
、
や
さ
し
さ
も
、

あ
り
ま

なす、 ｡

１
Ｍ
・
戸
，

７
／
鉛
（
‐
盃
〜
８
／
も
（
金
）
開
催

大
阪
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
０
‐
８
７
９
０
神
戸
市
中
央
区
中
町

道
４
．
２
．
桐
村
上
ビ
ル
Ｂ
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
．
１
２
５
７

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
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､［＞′、ｄ，
田舎の寛ちゃん

☆
「
パ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ
」
を
テ
ー

マ
に
鍔
雲
企
向
昧
さ
ん
、
錦
繍
羅
堅
鱈

五
月
二
日
、
元
町
の
「
喫
茶
ア
マ

デ
ウ
ス
」
で
作
曲
家
の
鈴
木
尚
味
さ

ん
が
パ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ
を
テ
ー
マ
に

新
曲
を
発
表
し
た
。

以
前
、
フ
ァ
ン
の
リ
ク
エ
ス
ト
で

「
明
石
海
峡
大
癖
哩
を
テ
ー
マ
に
作
曲

し
て
い
た
鈴
木
さ
ん
は
、
「
海
の
上
に

そ
び
え
た
つ
重
厚
な
イ
メ
ー
ジ
で

〃
橋
が
叶
え
る
夢
〃
を
表
現
し
た
前

ド
、
サ
ン
バ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
）

が
趣
向
を
凝
ら
し
て
行
な
わ
れ
る
。

阪
神
大
愛
災
を
契
機
に
、
そ
れ
ま

で
の
五
月
開
催
か
ら
七
月
開
催
に
変

わ
っ
た
神
戸
ま
つ
り
だ
が
、
京
都
の

祇
園
祭
り
、
大
阪
の
天
神
祭
り
に
伍

し
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
国

際
化
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

☆
童
ち
ゃ
ん
念
願
の
〃
田
舎
〃

が
、
丹
波
篠
山
に
オ
ー
プ
ン

誰
で
も
「
田
舎
を
も
ち
た
い
」
と

思
う
こ
と
が
あ
る
。
と
く
に
都
会
で

生
ま
れ
育
っ
た
人
間
に
は
、
そ
の
気

当
初
、
商
業
活
勤
に
勘
し
む
彼
ら
だ
っ

百
年
を
迎
え
た
神
戸
中
華
同
文
学
校
た
が
、
や
が
て
子
弟
教
育
、
民
族
教
育
に

力
を
入
れ
始
め
、
一
八
九
九
年
に
設
立
し

神
戸
中
雌
同
文
学
校
（
神
戸
市
中
央
区
、
た
の
が
中
飛
同
文
学
校
だ
。

文
啓
束
校
長
）
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
そ
こ
に
は
、
異
国
の
地
を
自
ら
の
故
郷

五
月
二
十
八
日
に
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
記
と
定
め
、
そ
の
国
に
根
を
張
る
華
僑
の
熱

念
式
典
を
開
催
．
同
校
の
百
周
年
腿
祝
委
い
思
い
を
感
じ
る
。

貝
会
（
黄
淵
庭
委
員
長
）
で
は
、
今
年
二
林
さ
ん
は
、
こ
う
も
話
す
。

月
か
ら
一
年
間
に
わ
た
っ
て
、
月
に
一
つ
華
僑
に
は
元
来
、
地
域
の
た
め
に
、
世

は
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
在
神
華
界
の
た
め
に
貢
献
す
る
〃
共
生
〃
の
精
神

価
に
と
っ
て
、
こ
の
百
周
年
に
は
格
別
の
が
強
い
と
。

意
味
合
い
が
あ
る
よ
う
だ
。
神
戸
の
地
で
今
後
と
も
、
世
界
に
眼
を

林
同
春
・
神
戸
華
儒
総
会
会
長
に
間
い
向
け
た
華
僑
人
材
が
生
ま
れ
育
つ
こ
と
を

た
話
だ
が
、
長
崎
か
ら
十
二
人
の
難
僑
が
期
待
し
た
い
。
〈
佐
井
〉

花時計

持
ち
が
強
い
。

俳
優
の
大
村
良
さ
ん
も
、
そ
の
一

人
だ
。も

と
も
と
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
た

大
村
さ
ん
。
子
ど
も
の
頃
、
「
な
ん
で
、

う
ち
に
は
、
田
舎
の
親
戚
が
な
い
ん

や
」
と
言
っ
て
父
親
を
困
ら
せ
た
そ

う
だ
。そ

の
嵐
ち
ゃ
ん
が
椛
想
か
ら
十
年
。

こ
の
五
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た

の
が
「
見
の
村
」
。

場
所
は
丹
波
篠
山
。
敷
地
内
に
は
、

お
土
産
十
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
「
嵐
屋
」
、

ち
っ
ち
ゃ
な
ち
っ
ち
ゃ
な
動
物
園
、

そ
し
て
舞
台
付
多
目
的
ホ
ー
ル
＋
お

外
へ
出
す
輸
出
業
に
従
聯
し
て
い
た
．
や

神
戸
へ
来
た
の
は
一
八
六
八
年
。
明
治
元

年
の
こ
と
。
国
内
の
海
産
物
を
集
荷
、
海

人
。
五
’
六
世
代
を
数
え
る
家
系
も
あ
る
。

が
て
南
京
町
が
形
成
さ
れ
る
、

今
や
神
戸
の
華
橋
人
口
は
、
九
千
数
百

食
事
コ
ー
ナ
ー
の
一
大
村
座
」
な
ど

楽
し
い
施
設
が
い
っ
ぱ
い
。

戦
後
の
食
糧
難
時
代
、
物
々
交
換

の
た
め
父
母
に
つ
れ
ら
れ
て
歩
い
た

丹
波
。
「
そ
う
や
大
人
に
な
っ
た
ら
、

き
っ
と
こ
の
丹
波
に
、
自
分
の
田
舎

を
作
ろ
う
…
」
。

大
村
さ
ん
の
幼
き
日
の
夢
が
、
今
、

現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

凹
良
の
村
／
兵
庫
県
篠
山
市
今
田
町
下
立
杭

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
５
．
９
０
．
３
３
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
５
．
９
０
．
３
３
３
５

拘
恥
、
〜
而
酌
、

把
伽
叩
〜
望
“
、
（
大
村
座
の
み
）

木
曜
休

★
兵
爪
県
企
業
庁
の
津
田
貞
之
氏
は
、
四
月
一
Ｈ

よ
り
（
株
）
夢
舞
台
の
代
表
取
締
締
吟
匙
錠
と
し
て

津
塙
郡
東
諭
町
大
磯
三
番
地
へ
赴
任
。

★
兵
脈
胤
都
市
化
宅
部
の
石
原
霧
一
郎
氏
は
、
四

月
よ
り
兵
庫
鼎
立
淡
路
蹄
肌
、
馨
室
学
校
剛
学
校
長

に
職
拙
。
〒
６
５
６
．
１
７
２
６
津
名
郡
北
淡
町

野
島
常
盤
９
５
４
．
２
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
９
．
８

２
．
３
１
３
１
赤
心
’
内
２
０
１
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９

９
．
８
２
．
３
１
１
４

☆
神
戸
市
中
央
区
長
の
酒
井
英
政
氏
が
退
職
さ

れ
、
藤
原
輝
夫
氏
が
新
区
長
に
。

★
ホ
テ
ル
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
神
戸
総
支
配
人
の
島
村

淳
氏
は
、
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
（
株
）
専
務
取
締
役
に
。
後
任
と
し
て
湯

浅
太
氏
が
総
支
配
人
に
秘
蝉
此
さ
れ
ま
し
た
。

★
邦
架
家
の
清
元
延
柳
さ
ん
が
猫
居
。
〒
６
５

５
．
０
８
７
３
垂
水
区
青
山
台
１
．
６
．
辺
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
７
８
．
７
５
５
．
３
５
５
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７

８
．
７
５
５
．
３
５
５
１

★
剛
田
些
手
圃
女
子
短
期
大
学
敦
授
の
田
辺
興
人
氏

が
、
園
田
学
園
女
子
十
念
手
国
際
文
化
学
部
に
異
動

さ
れ
、
「
日
本
の
歴
史
と
民
族
専
攻
」
の
主
任
と

な
ら
れ
ま
し
た
衝
〒
６
５
０
．
０
０
４
６
巾
止
直

港
島
中
町
３
．
２
．
６
．
３
．
６
０
８
（
自
宅
）

☆
水
の
会
の
鈴
木
恵
美
子
さ
ん
が
転
居
。
〒
６
５

７
．
０
８
４
５
灘
区
岩
屋
中
町
５
．
２
．
皿
ル
ゼ

フ
ィ
ー
ル
岩
回
嘩
叩
町
３
０
１
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
．

８
８
２
．
６
５
５
３

☆
カ
サ
ベ
ラ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
株
）
は
、
一
一

月
二
十
五
日
よ
り
社
名
を
森
唾
ル
ー
グ
ウ
ェ
ル

（
代
表
取
締
役
社
長
清
水
ヒ
ロ
シ
氏
）
に
変
更
。

〒
６
５
１
．
０
０
８
５
中
央
区
八
幡
通
４
，
２
．

，
カ
サ
ペ
ラ
Ｆ
Ｒ
２
ピ
ル

★
塩
原
学
凹
理
聯
災
の
塩
原
敬
舟
氏
が
閣
月
九
日

に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥
編
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

★
小
針
雄
二
良
・
小
泉
康
夫
の
次
女
で
パ
テ
ィ
ス
リ

ー
の
小
泉
由
紀
子
さ
ん
が
四
月
三
十
日
、
ニ
ー
ス

（
フ
ラ
ン
ス
）
市
役
所
で
シ
ェ
フ
の
ク
リ
ス
ト

フ
・
ジ
ベ
ー
ル
氏
と
準
式
。
い
ず
れ
神
戸
に
帰
っ

て
萱
て
こ
入
で
店
を
閲
く
そ
う
で
す
。

7５

六
◎
、
、
冠
◎
の
『

曲
か
ら
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
、
今
度
は

美
し
い
橋
の
姿
に
パ
ー
ル
を
思
い
浮

か
べ
女
性
的
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な

夢
を
表
現
し
ま
し
た
」
と
語
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
音
楽
と
組
み
合
わ
せ
た

ピ
ア
ノ
の
美
し
い
調
べ
を
聴
か
せ
た
。

鈴
木
さ
ん
は
現
在
、
相
愛
大
学
音

楽
学
部
作
曲
科
の
大
学
院
生
で
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
劇
曲
や
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
制
作
に
も

活
曜
中
。
平
成
八
年
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

水
曜
ド
ラ
マ
「
月
の
船
」
に
ピ
ア
ニ

ス
ト
役
で
出
場
し
て
い
る
。

タ
カ
ハ
シ
パ
ー
ル
の
高
橋
洋
三
副

社
長
は
、
「
我
々
の
仕
事
は
ハ
ー
ド
面

だ
け
で
な
く
、
真
珠
の
イ
メ
ー
ジ
を

通
し
て
人
の
心
に
働
き
か
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
今
回
の
よ
う
な
つ
な

が
り
を
生
か
し
、
広
が
り
を
作
り
た

い
」
と
語
っ
た
。

！
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胸
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